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下記の情報をメールまたは電話にてお知らせください
お名前（必須）：
お電話番号（必須）：
ご所属：
ご住所：
メールアドレス：
メーリングリストへの登録の希望の有無

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室
Tel：0997-69-4852
E-Mail：amamist@cpi.kagoshima-u.ac.jp

お問合せ
お申し込み

参加方法 ①　会場での参加

参加方法 ②　オンライン視聴（Zoom）

鹿児島大学奄美分室（港町 紬会館６階）
要事前登録：10 月  25 日（水）まで

各自のネット環境からスマホやPCで参加
* 通信費は参加者負担、視聴方法はメールでお知らせします。

研究会の詳細・過去の会や出版物などの案内は島嶼研HPや各種 SNS から
Web ページ Facebook InstagramX ( 旧 Twitter)

川上晃生
（奄美考古学会会員）

　奄美群島を含む琉球列島の貝塚時代の遺跡からは、食糧残滓
となる魚貝類が大量に出土している。中でも貝類については、
奄美群島を縁取る近海のサンゴ礁域で採捕できる種を多く含む。
　そこで、今回、出土資料を基に現生貝の棲息状況と照合させ、
当該期の人々の貝類を中心とした漁労活動について民俗事例も
踏まえた上で検討したい。

10 月 27 日
18:30 ~ 19:30

（金）

奄美大島における貝塚時代遺跡出土の
貝類依存体からわかる漁労活動について

講演の要旨
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潮干狩り（龍郷町安木屋場）


